
〈インターンシップ参加学⽣へ質問〉 
〇自己紹介をお願いします。 

私は、⻑崎国際⼤学健康管理学部 3 年の中村美紀です。佐世保市出身ですが、雲仙市に興
味を持ちインターンシップに参加しました。 
 
〇インターンシップのきっかけはなんですか？ 
 私は公務員を目指していて、⼤学の先⽣から市役所のインターンシップを勧められたこ
とがきっかけです。私自身、将来市役所で働いてみたいという気持ちがあり、実際に現場の
雰囲気や仕事を体験できると思い参加を決めました。 
 
〇インターンシップの内容はどのようなものでしたか？ 

午前 8 時 30 分から午後 17 時 15 分の業務で、窓口業務や事務補助など多くの体験をさせ
ていただきました。 

1 日目 
午前 

オリエンテーション 
雲仙市の概要説明、市役所の各課紹介業務内容説明 

午後 雲仙市内施設視察 

2 日目 
午前 千々石総合支所の窓口業務補助 
午後 千々石総合支所の窓口業務補助 

3 日目 
午前 集団健診結果説明会の事務補助 
午後 集団健診結果説明会の事務補助 

4 日目 
午前 インターンシップのホームページ作成 
午後 人事課の事務補助 

5 日目 
午前 移住・定住・婚活推進業務補助 
午後 移住・定住・婚活推進業務補助 

 
〇どのような体験をしましたか？ 
 雲仙市は観光に力を入れていると聞き、実際に市内の観光地に行き雲仙市の魅力を感じ
ることができました。また、支所での窓口業務補助では、住⺠の⽅々と職員の距離の近さを
実感し、住⺠の⽅々とお話ができる場⾯がありました。住⺠の⽅々と直接関わることができ
たり、現場の雰囲気を体験することができたりしてよかったです。 
 
〇インターンシップを通して学んだことはなんですか？ 
 現場の雰囲気を味わうことができたことです。私は、市役所の業務についてインターンシ
ップに参加する前は、市の職員は事務作業を主に行っていて 1 日中机に座っている印象が
強くありましたが、実際に業務を体験すると印象とはまったく違い、外に出て業務をする場



⾯が多くありました。また、市役所は住⺠の⽅々との距離が近く、1 番に住⺠の⽅々のこと
を考えて業務されていると感じました。インターンシップに参加したことで、市役所の業務
を知ることができ、より公務員を目指す気持ちが強くなりました。インターンシップはとて
も貴重な経験をできる機会なので参加してよかったです。 


